
0号マンホール（内径75cm）

年　月　日調整 メッシュ番号 41-16-16

工事名称

処理分区

図面名称

縮　尺 図示

５枚の内第３号

浜松市上下水道部下水道工事課

馬込第  処理分区

東区　笠井新田町

平面図・縦断図・横断図

課長
課長
補佐 係長 設計 連帯

竣工図記載例 ※赤字部分を特に注意し、竣工図の作成を行う。

縦 断 面 図

平 面 図

横 断 面 図

位 置 図
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町 名

塩化ビニール管（ＶＵ）
ステンレス鋼管（ＳＵＳ）

ヒューム管（ＨＰ）

ハイセラミック管（ＨＩＣ）
ダクタイル鋳鉄管（ＤＩＰ）

ポリエチレン管（ＰＥ）
強化プラスチック複合管（ＦＲＰ）
鋼管（ＧＰ）

ビニールライニング鋼管（ＶＬＰ）

リブ付硬質塩化ビニール管（ＰＲＰ）

【その他注意事項】

※割り込みマンホールの場合

に設置したかの記載を行い、既設管の管底高の記載も明記する。
既設管路上のどの位置（既設マンホールからの延長を記載）

※取付管の延長
本管の中心より民地のキャップ止めまでとし、小数点第１位
止めとする。（小数点以下第２位まででも構わない）

※立坑を設置した場合は、平面図内に記入する。

本管よりの取付管が民地側に斜めに埋設された場合は、宅地
側の位置を上流からのマンホール距離として記載を行う。

【管種一覧】

位置図

町名及び目標物を明記

管種の記載を必ず行う

略称または日本語
にて記載を行う。

延長は、必ずマンホールの中心
（人孔）間の測定値

の表記を行う。
工事名が違う場合（合算工事など）も施工区間
工事区間の記載（今回工事/計画/施工済）

KBMの記載

位置及び標高値の記載

方位の記載

曲管オフセット平面図記載例

直径1.5mmの黒丸
直径8.0mm

地下埋設物凡例を参照
他の地下埋設物の記載

マンホールの中心より、半永久的
構造物までの距離を記入する。

マンホールオフセットの記載

管路番号（路線番号）

幹線の場合は２重丸
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下水道管φ150
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管 路 番 号

記号凡例

地下埋設物凡例

名　称

記　号 名　称

管渠（今回施工）

管渠（既設）

管渠（計画・将来）

起点

曲管

管止め

1号マンホール（内径90cm）

2号マンホール（内径120cm）

3号マンホール（内径150cm）

4号マンホール（内径180cm）

5号マンホール（210×120cm）

6号マンホール（260×120cm）

楕円マンホール

特殊マンホール

矩形マンホール

マンホールポンプ

真空マンホール

伏越マンホール

特1号マンホール（60×90cm）

空気弁

仕切弁

個人情報（個人氏名・住所等）は表示しないこと

盲人孔

流域マンホール

雨水管・雨水渠用マンホール

雨水枡マンホール

汚水枡

雨水枡

取付管

支管止

1号マンホール

※特定枡は注記を行う。

水道管

ガス管

電話線

工業用水管

電力線

その他　種別の明記を行う。
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土質柱状図を表示
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詳細図を明記

流れの方向
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表層工(再生密粒度アスコン13)

上層路盤工
(粒度調整砕石)

(再生下層路盤材)

下層路盤工

路床工(改良土)

基礎工

(改良土）
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埋
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管
外
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2
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1

市道Ａタイプ

路体工(流用土)

曲管オフセット要素

土工定規図の明記
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平成　年度

※上流からのマンホール距離（取付管）

※本管延長は小数第１位とする。

マンホ
ール蓋

T-1
4や

L2
を使用

のとき


